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路線バス（乗合バス）の上限運賃変更認可の申請について 
 

株式会社東海バス（本社：静岡県伊東市 社長：荒畑成雄）は、２０２６年６月１９日（金）に、

中部運輸局に対し、路線バス（乗合バス）運賃の上限運賃変更認可の申請を行いました。 

なお、申請概要等につきましては、下記のとおりです。 

ご利用いただいておりますお客さまには、何卒事情ご賢察のうえ、ご理解賜りますようお願い申

し上げます。 

 

記 

 

１ 申請理由 

東海バスは、２０２３ 年１２月１日に路線バスを運行する全エリアにおいて、およそ２６年

ぶりの運賃改定を実施し、安全への投資やバス運転士の確保に必要な処遇改善、採用活動の強化

などに努めてまいりました。 

しかし、バス業界における深刻なバス運転士不足は依然として厳しい状況にあり、人財確保の

ための継続的な処遇改善の実施や老朽化した施設・設備の更新をはじめとする投資が必要となっ

ています。さらには国内外の社会情勢による各種費用の高騰などにより、バス事業環境は厳しい

状況が続くものと考えられます。このような事業環境において、今後も「安全・安心・快適」な

輸送サービスの確保と交通事業者として路線網の維持・改善を継続していくため、２０２６年６

月１９日に路線バスを運行する全エリアにおいて運賃改定を実施したく、上限運賃変更認可の申

請を行いました。 

なお、上限運賃の平均改定率は１７．７％で申請いたしましたが、今改定で実施する運賃につ

きましては、直近の経営状況や今後の投資計画、ご利用のお客さまへのご負担などをふまえ、初

乗りは２２０円、その他は現行の実施運賃から約１５％引き上げた運賃とさせていただく予定で

す。 

 

２ 申請概要 

（１）申請日 

   ２０２６年６月１９日（金） 

（２）運賃改定実施予定日 

２０２６年１０月１日（木） 

（３）申請対象路線 

一般路線バス全路線（一部自治体自主運行バス路線等を除く） 

（４）上限運賃の平均改定率 

１７．７％ 
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（５）現行・申請運賃比較表 

申請上限運賃 実施運賃（予定）

２００円 ２３０円 ２２０円

通勤 ８，４００円 ９，６６０円 ９，２４０円

通学 ６，６００円 ７，５９０円 ７，２６０円

通学ウイークデー ５，０４０円 ５，８００円 ５，５４０円

初乗り運賃

現行運賃
今回申請

定期券
（１ヶ月）

 
 ※１ 申請上限運賃は、事業の経営に必要な原価に応じて算出される、バス事業者が収受して

もよいとされる運賃の上限額です。 

※２ 実施運賃は、認可が得られた上限運賃の範囲内で実施する、実際にお客さまから収受す

る運賃額です。 

※３ 初乗り運賃は、現金、ＩＣ同額です。 

（６）主な区間の現行運賃・改定運賃比較表 

現行 実施（予定） 現行 実施（予定） 現行 実施（予定）

熱海駅～紅葉ヶ丘 ３６０円 ４１０円 １５，１２０円 １７，２２０円 ９，０７０円 １０，３３０円

伊東駅～逆川 ３２０円 ３７０円 １３，４４０円 １５，５４０円 ８，０６０円 ９，３２０円

下田駅～下賀茂 ７８０円 ９００円 ３２，７６０円 ３７，８００円 １９，３４０円 ２０，５００円

松崎～下田駅 １，５２０円 １，７５０円 ６３，８４０円 ７３，５００円 ２６，４９０円 ２８，７１０円

修善寺駅～出口 ５４０円 ６２０円 ２２，６８０円 ２６，０４０円 １３，６１０円 １５，６２０円

三島駅～松本 ３３０円 ３８０円 １３，８６０円 １５，９６０円 ８，３２０円 ９，５８０円

通勤定期券（１ヶ月）
区間

片道運賃 通学ウイークデー（１ヶ月）

 

※１ 片道運賃は、現金、ＩＣ同額です。 

 

３ 輸送人員および収支状況 

輸送人員 収支状況

７，４７１千人 △４４３，１７１千円

改定前 ７，７６８千人 △１，００６，６４８千円

改定後 ７，５２０千人 △６５６，５０７千円

実績年度（２０２４年度）

平年度（２０２７年度、推計）

 

 

４ これまでの経営合理化状況及び今後の取り組み 

  東海バスは、１９９９年に東海自動車㈱から分社し、以降、事業エリアごとに運営を行ってま

いりましたが、分社から２０年が経過し、この間の社会情勢の変化や地域人口の減少等により、

各社の経営環境が厳しくなり、各社単独での事業継続が難しくなったことから、経営資源を一元

化することにより、経営基盤を強化し、安定的な人材確保と柔軟な人員配置を図るため、２０２

０年に５社を合併し、今日に至っております。 

  この間には、ダイヤの見直し、割引商品（フリーパス、回数券等）の改廃、営業所の統廃合に

よる経費削減を図る等、さまざまな収支改善に向けた取り組みを行い、さらには、国庫補助路線

化の推進等により、路線の維持を図ってまいりました。 

  今後につきましても、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進等により業務の効率

化を図り、収支改善に努めてまいります。 

 



 

 

５ 安全対策への取り組み 

  東海バスでは、安全方針である「安全に、より安全に、もっとも安全に」を礎に、継続して安

全目標を設定し安全対策に取り組んでおります。 

具体的には、ソフト面においてはバス運転士の経験や業務状況にあわせた各種研修の実施によ

り、法令に準拠した指導教育を強化しております。また、運行管理者への研修も充実させ指導ス

キルアップを図っております。 

ハード面においては衝突防止補助システム「モービルアイ」の全車両への装備を完了したほか、

ドライバー異常時対応システム（EDSS）などの先進安全装置を搭載した新車導入を推進していま

す。さらに安全補助装置として、既存乗合車両にはバスのバックカメラ映像を解析し後退時に動

体・静止物への注意喚起を行う後方カメラ機能拡張システムの導入や厳格な点呼執行のための点

呼支援システムの導入など、引き続き安全対策への投資を積極的に進めてまいります。 

 

６ サービス向上の取り組み 

東海バスでは、２００８年に「安心サービス基準」を制定し、以降、積極的にＣＳ活動を推進

してまいりました。 

  また、２０１３年からは、「わかりやすいバス、乗りやすいバス」をスローガンに、さまざまな

利便性向上の取り組みを行っております。取り組み内容としては、時刻表の全戸配布、バスの乗

り方教室の充実、バスロケーションシステムの導入、デジタルサイネージの設置、ＭａａＳへの

参画（デジタルフリーパスの取り扱い）、案内所におけるクレジットカード・ＱＲ決済コードの取

り扱い等です。 

  その他、国庫補助を活用した車両の更新や観光情報サイト「Izu Letters」の立ち上げ、また

２０２２年３月には、全営業所において交通系ＩＣカードの取り扱いを開始し、２０２５年９月

には一部車両でクレジットカード決済の取り扱いを開始しました。さらに２０２５年２月からは、

お客さまへの情報提供としてバスロケーションシステムを新規更新する等、積極的にサービス向

上に取り組んでまいりました。 

今後については、これまでの取り組みを継続し、観光需要に合わせ、観光地間を結ぶ路線の新

設や観光路線の便数の増回により、移動手段の確保を図ってまいります。また、インバウンド旅

行者等への対応として、バス停の更新を行い、その名称板にバスのピクトグラムの表示や多言語

表記を行う等、さらなる「わかりやすいバス、乗りやすいバス」の推進を図ってまいります。 

 

７ お問い合わせ 

  東海自動車株式会社 計画課 ＴＥＬ：０５５７－３６－１１１４ 

営業時間：９：００～１７：４０（定休日：土曜日・日曜日・祝日・年末年始） 

以 上 

 


